
R8.4.1 大分県 生活環境部 自然保護推進室

【●　温泉を掘削しようとするとき】

【●　動力装置を設置しようとするとき】

【●　温泉を増掘しようとするとき】

【●　温泉を採取しようとするとき】

可 燃 性 天 然 ガ ス の
濃 度 が 基 準 値 以 下

可 燃 性 天 然 ガ ス
濃 度 確 認 申 請 書

○基準値は分析方法に応じて定めら
　れています。

○保健所等で書類審査後、確認済書
　を交付します。
○申請手数料　７，７５０円

可 燃 性 天 然 ガ ス の
測 定

可 燃 性 天 然 ガ ス の
濃 度 が 基 準 値 超 過

安 全 対 策 の 実 施 温 泉 採 取 許 可 申 請 許可（不許可）決定

○温泉源から温泉を採取する場合、
　知事の許可（濃度が基準値以下の
　場合は可燃性天然ガス濃度確認申
　請）が必要になります。

○掘削後に温泉を採取する場合は、
　事前に登録分析機関に濃度測定を
　依頼してください。

○濃度確認にあたって、みなし規定
　が適用できるかは、申請先となる
　保健所等に事前に相談してくださ
　い。

○申請先
　申請地を所管する保健所・保健部
　（申請地が大分市の場合は県自然
　保護推進室）

○環境省令で定める技術上の基準に
　適合させる必要があります。
○具体的には、ガス分離施設やガス
　排出口等の設置を行います。
○安全対策にあたっては、事前に保
　健所等に確認してください。

○安全対策を実施し、可燃性天然ガ
　スの濃度が基準値以下になったこ
　とを確認し、知事に採取の許可申
　請を行います。

○許可を受けるにあたっては、環境
　省令で定める技術上の基準に適合
　させなければいけません。

○申請手数料
　３７，２００円

※温泉採取許可は実際に温泉を採取
　する者が申請するため、温泉採取
　権者とは必ずしも一致しません。

○申請した保健所等で許可書を交付
　します。

○採取の許可を受けた温泉の採取の
　ための施設の位置、構造もしくは
　設備又は採取の方法を変更する場
　合には、知事の許可が必要になり
　ます。

○その他変更が生じた場合には、そ
　の都度必要な手続きをしてくださ
　い。

○工事に着手したときは７日以内
  に着手届（１部）を保健所等に
　提出してください。

○許可日から２年以内に完了しない
　ときは、許可が失効します。災害
　等のやむを得ない理由により工事
　が完了しないと見込まれる場合は
　、事前に保健所等に相談してくだ
　さい。

○完了届提出後、保健所等が完了検
　査を行います。許可内容を満たす
　場合は、保健所等に備え付けた温
　泉台帳に動力装置を記載します。

○温泉の採取を行う場合は、採取の
　手続きを行います。採取許可にあ
　たっては、事前に可燃性天然ガス
　に対する災害防止対策が必要にな
　ります。

○温泉台帳に記載された内容に変更
　が生じた場合は、その都度必要な
　手続きをしてください。

○温泉のゆう出路を増掘（深度を深
　くしたり、口径を大きくしたり、
　その他温泉のゆう出路に変更を加
　えること）しようとするときは、
　知事の許可が必要になります。

○増掘の手続きは掘削に類似するも
　のの、保護地域等の規制があるた
　め、申請先となる保健所等に事前
　に相談してください。

○申請手数料
　１１５，０００円

○申請書
　３部（正１部・副２部）

○申請先
　掘削地を所管する保健所・保健部
　（掘削地が大分市の場合は県自然
　保護推進室）

○申請以降の手続きについては、掘
　削申請時と同様になります。

○温泉採取を行うときは、採取の手
　続きを行うことになります。

動力装置工事
完了（廃止）届

○工事が完了したときは、遅滞なく
　完了届（１部）を保健所等に提出
　してください。（工事を廃止した
　ときは廃止届の提出が必要になり
　ます。）

○ゆう出量を増加させるために動力
　を装置しようとするときは、知事
　の許可が必要になります。

○動力の装置についても掘削と同様
　に基準があるため、申請先となる
　保健所等に事前に相談してくださ
　い。

○許可なく動力を装置すると温泉法
　違反となり、現状回復しなければ
　なりません。

○申請手数料
　１１５，０００円

○申請書
　３部（正１部・副２部）

○申請先
　申請地を所管する保健所・保健部
　（申請地が大分市の場合は県自然
　保護推進室）

○申請内容を審査のうえ、適当な時
　期に現地調査を実施します。

○現地調査時には、必ず申請者と動
　力装置設置業者は立ち会って下さ
　い。

○動力を装置する場合、現地調査時
　にゆう出量の確認のために揚湯試
　験を行います。

○２か月に１回開催する県環境審議
　会温泉部会に諮問します。

○温泉資源に影響を与えるおそれが
　ある場合には不許可となります。
　また、出力変更や許可条件を付す
　ことがあります。

○許可内容や許可条件を遵守しない
　場合は、温泉法違反となりますの
　で、十分注意してください。

○許可書の交付は、申請した保健所
　等で行います。（動力装置の場合
　、工事許可済票の掲示は必要あり
　ません。）

温泉動力装置工事着手届
温 泉 台 帳 に 登 載 温 泉 増 掘 許 可 申 請 申 請 受 付

以 降 の 手 続 き は
掘 削 と 同 様

○申請した保健所等で許可書を交付
　します。

○許可の有効期間は、許可日から２
　年間です。

○工事施工上の注意、その後の諸手
　続きについて説明しますので、適
　時対応してください。

○工事許可済票は、工事現場の見や
　すい場所に掲示してください。

○掘削工事に着手したときは７日以
　内に着手届（１部）を保健所等に
　提出してください。

○着手後、適当な時期に現地確認を
　行います。

○許可日から２年以内に完了しない
　ときは、許可が失効します。
　災害等のやむを得ない理由により
　工事が完了しないと見込まれる場
　合は、事前に保健所等に相談して
　ください。

○埋設管を挿入するときは、必ず保
　健所等職員の立会が必要です。

○事前に保健所等に連絡し対応して
　ください。

○このとき掘削深度や口径などにつ
　いて現地確認を行います。

○なお、噴気・沸騰泉の場合はボー
　リングロットを引き上げるときに
　現地確認をします。

○掘削工事が完了したときは、遅滞
　なく完了届（１部）を提出してく
　ださい。（温泉が湧出しない場合
　も廃止届が必要です。）

○完了届提出後、保健所等が完了検
　査を行います。

○完了検査の結果、許可内容や許可
　条件に違反する場合は、温泉法違
　反となり、現状回復をしなければ
　なりません。

○完了検査後、許可内容を満たす場
　合には、保健所等に備え付ける温
　泉台帳を調製します。

○温泉の採取を行う場合は、採取許
　可等の手続き（自噴泉の場合は直
　ちに）が必要です。動力装置が必
　要な場合は、動力装置の許可手続
　きを行ってください。

○温泉台帳に記載された内容に変更
　が生じた場合は、その都度必要な
　手続きをしてください。

動 力 装 置 許 可 申 請 申 請 受 付 現 地 調 査
県 環 境 審 議 会
温 泉 部 会

許可（不許可）決定
許 可 書 交 付

○温泉をゆう出させる目的で土地を
　掘削しようとするときは、知事の
　掘削許可が必要になります。許可
　なく掘削した者は温泉法違反とな
　り、現状回復をしなければなりま
　せん。

○県内には保護地域等の規制がある
　ため、申請先となる保健所等に事
　前に相談して下さい。

○申請手数料
　１２５，０００円

○申請書
　３部（正１部・副２部）

○申請先
　掘削地を所管する保健所・保健部
　（掘削地が大分市の場合は県自然
　保護推進室）

○申請内容を審査のうえ、適当な時
　期に現地調査を実施します。

○現地調査時には必ず申請者と掘削
　工事業者は立ち会って下さい。

○掘削に伴う災害防止対策の確認も
　行います。

○２か月に１回開催する県環境審議
　会温泉部会に諮問します。

○温泉資源に影響を与えるおそれが
　ある場合には不許可となります。
　また、口径や深度等の変更や許可
　条件を付すことがあります。

○掘削地点その他の許可内容や許可
　条件を遵守しない場合は、温泉法
　違反となりますので、十分注意し
　てください。

許 可 書 交 付 温泉掘削工事着手届 埋 設 管 の 挿 入
温 泉 掘 削 工 事
完 了 （ 廃 止 ） 届

温 泉 台 帳 の 調 製

１／２

温 泉 関 係 諸 手 続 （ 掘 削 ・ 動 力 ・ 増 掘 ・ 採 取 ）

温 泉 掘 削 許 可 申 請 申 請 受 付 現 地 調 査
県 環 境 審 議 会
温 泉 部 会

許可（不許可）決定


